二成分混合流体中における対流(基研長期研究会「カオスとその周辺」,研究会報告) by 八幡, 英雄
Title二成分混合流体中における対流(基研長期研究会「カオスとその周辺」,研究会報告)
Author(s)八幡, 英雄















ある｡(4)上記の (3)及 び (4)の状態が同時に起ることがある｡
さらに､直方体容器のロール軸に垂直方向の壁の墳界条件の効果をとりはらうため､
同軸二円柱間領域 (環形 annulus)に閉 じこめられた流体を用いた実験が､二つのグ
ループによって行なわれた｡この系を記述するため一つの模型方程式をつ くり､その
時間発展をcomputerで追跡 した計算結果を､研究会で報告 した｡無次元化 された運動

















となるo ここでpは密度､Spは圧力､ezはZ軸 (垂直軸)方向の単位ベク トル､Rは
Rayleigh数､Jは Prandtl数､Lは Lewis数､Sは分離比を表す｡境界条件は､u-
anun-0,0･-∂zH-0(水平壁),anO-anH-0(垂直壁).ただ L n は壁の法線方










-7T< p<7Tで定義 し､場を直交関数系を用いて次のようにモー ド展開する :
･-去LSncL- ("et'Lpx-'苧 '抽 )
0-去LSnTL･-'t桝 -(= 旦'xn(Z'㍗











非線形相互作用により他方向に進む進行波も励起 され､静止 ロール解になって しまう
という結果を得た｡ 進行波解が不安定なことの解明は今後の課題である｡
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